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1．はじめに
 人々の意見や態度の変化を通して社会の変動を捉えようとするとき，その意見や態度の変化

がどのようた要因によって引き起こされているのかを見きわめることが大切である．時代につ

れ人々全体の意見がある方向に変わっていく時勢による婁因，時代や世代に普遍的た人の加齢

による要因，あるいは，生まれ育った時代環境の違う世代の相違による要因などが考えられる．

これら要因のあり方によって，将来の社会の様相が大きく異なってくるからである．

 昭和28年から5年ごとに実施されている国民性調査（統計数理研究所国民性調査委員会

（1984））の中に次のようだrくらし方」という質問がある．

〔リスト〕人のくらし方には，いろいろあるでしょうが，つぎにあげるもののうちで，どれが1

番，あなた自身の気持に近いものですか？

一生けんめい働き，金持ちになること

まじめに勉強して，名をあげること

金や名誉を考えずに，自分の趣味にあったくらし方をすること

その日その日を，のんきにクヨクヨしないでくらすこと

世の中の正しくないことを押しのけて，どこまでも清く正しくくらすこと

自分の一身のことを考えずに，社会のためにすべてを捧げてくらすこと
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図1．「＃2．4くらし方」〈のんきに〉の時系列変化（男女別）
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図2、「＃2，4くらし方」＜のんきに〉の年齢別回答分布（女・時代別）

この質問の＜のんきに〉という4番目の回答選択肢について，回答比率の時系列変化を男女別

に示したものが図1である．図に現われたこのようた国民全体の意識の変化はどのようた変化

要因を反映したものたのであろうか．

 さらに詳しくデータを見てみよう．同じ回答選択肢について，女の年齢別回答分布を10年ご

とに比較したのが図2である．1調査時点だけの年齢別回答分布から年齢による違いと世代に

よる違いを区別することはできないが，この図からは両者の違いについてどのようたことが言

えるのであろうか．

 2．コウホート表

 コウホート（cohort）とは，語源的にはローマ時代の軍団のことであるが，今日では人生の

ある契機をほぼ同時期に経験した人間集団を指すことばとなった．何も冠さたければ出生コウ

ホート（同時出生集団）を意味し，「団塊の世代」といった使い方をするときの世代と同義と考

えてよい．

 表1は，ひきつづき女の「くらし方」＜のんきに〉の回答比率を年齢層×調査時点別に整理し

たものである．このような年齢×時代形式のデータ表をコウホート表と呼ぶ．年齢の区分幅と

調査間隔が一致している場合には斜め方向に同一コウホートが現われる．たとえば，表1の左

上隅のセルは，1953年の第I次調査のとき20～24歳，すなわち，昭和3～7年生まれのコウホー

トに対応する．このコウホートは，5年後の1958年第II次調査では5つ歳をとるから，25～29

歳の年齢区分に入る（ただし，同じ対象者を追跡調査しているわけではたい）．同様に，第III次，

第IV・次と調査が新しくたるにつれ5歳ずつ齢を加え，矢印に示すように表中を移る．1983年

の第VII次調査では，昭和3～7年生まれのコウホートは50～54歳になっている．

 3．コウホート分析

 コウホート分析は，継続調査から得られる表1のようなコウホート率データから，年齢・時

代・コウホート効果を分離する方法である．
 年齢効果とは，世代や時代に関わりたく，人間の生理南な側面やライフステージと関連して

変化していく部分のことである．この効果が大きい意見や意識は，個人としては変わっていっ

ても，社会全体としてはその分布は比較的安定する．
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表1．「＃2．4くらし方」＜のんきに〉の回答比率（女，％）

国 民 性 調 査

年齢層
第I次 第II次 第III次  第IV次  第V次 第VI次 第Vn次
（1953） （1958） （1963）    （1968）    （1973） （1978） （1983）

20～24 8

＼
13 17 16 26 35 21

25～29 11 20

＼
15 21 33 22 29

30～34 20 23 23       17       22       21
B。＼＼。。 。。 。。。3 2ユ＼。9 ．9。。 30 30＼＼。6

24

35～39 13 21 25

40～44 16 21 23

45～49 15 16 25

50～54 19 46 25 34 30 21＼30
55～59 18 21 24 25 26 23 32

60～64 11 27 23 26 33 27 34

65～69 5 33 29 38 41 33 34

 時代効果ξは，年齢や世代を問わず，社会全体が同じ方向に変わっていく部分のことである．

この効果が大きい意見や意識は，変化の幅は大きいが，逆の方向にまた大きく転換する可能性

もあり，流動的である．

 コウホート効果とは，年齢や時代による変化以外の，生まれ育った時代環境を反映した他の

世代と区別できる特徴の部分である．この効果が大きい意見や意識は，年齢効果に対して，個

人としてはあまり変化したいが，古い世代が退場し新しい世代が登場するにしたがって，社会

全体は大きく変わっていく．

・実際の意見分布などの時系列変化が年齢’時代・コウホートの単独の要因で説明できること

は少なく，3つの影響要因が混交していると考えるのが妥当であろう．しかも現実のデータはサ

ンプリング等の誤差をふくんでいるから，事態は一層複雑である．したがって，コウホート分

析は，次のようだ分解を目的とする統計的手法であると言いかえることができる．すたわち，

  （鵠灘掌誰）一／年齢効果／・／時代効果／・／一ウホー／効果／・／誤差／

              加齢による  時勢による   世代に
              変化の部分  変化の部分   固有の部分

うまく3つの要因が分離できれば，過去における社会意識の変化の構造が明らかになるばかり

でたく，将来の動向に関してある程度の予測も可能になってくる．

 4．識別問題とパラメータの漸進的変化の条件

 コウホート分析の指針ははっきりしたが，年齢・時代・コウホートの3効果を分離するのは

思うほど簡単なことではない．われわれが年齢の違いと世代の違いを混同しやすいのと同じ問

題が存在するからである．このことをコウホート分析の識別問題と呼んでいる．3効果が1次

従属の関係にあって，分解の仕方を一義に決められないのである．

 分解の仕方を一義に決定するためには，何らかの制約条件を必要とする．しかし，この制約

条件の与え方によって結果が大きく異なってしまう．どのような制約条件がよいのか分からた

いのである．制約条件としては，広範な制約を表現できること，その良さが評価できることが

必要である．そこで，節約原理を表現する柔軟た制約条件の1つであるパラメータの漸進的変



★★★  B』y亙8∫』〃 工0σ五丁 00H0月f 〃0D亙工 λ〃月エエS工S  ★★★

く肌P舳一脳舳〃〃互鮒

｛c舳”D〃互』〃）

          一1 7061

          （15．37

く 戸亙R工0D ）

 κ81 53    ・．5053

 亙∫2 58    ・．09町5

 κ83 63       0363

 κ5｝ 6日      10町3

  κ55 73      21町7

 κ56 78      1519

 κ57 目3      0926

｛ 月θ万  ，

   20．2町     0059

   25．29    ・．0115

   30‘3卑      OO06

   35．39    一．0156

   叫O‘斗4    ・．0312

   町5．町9    一．0179

   50．5｝      Oi7≡1

   55’ε9      0186

   60・64      0228

   65・69      0107

く σ0貨0五丁 ｝

  〃16．〃20    ■．0072

  M2ユー〃25    ・．OO03

  〃26・M30   ・．0039
  〃3ユ‘M35      02町1

  〃36・〃町0     0311

  〃41‘τ 1     0254

  r 2一τ 6     03叫目

  r 7．r1ユ     0152

  τ12’5 2   一．0170

  8 3．8 7   一．0259

  8 8‘S12   ・．OヰO0

  513，317   ・．0335
  51目‘522   一．0317

  523・527   i．00ヰ8

  528－532     0085
  533‘537      0253

月”D

一2

’3王σ ｝

P亙片エ0D
   一σ亙

00舟0月r

  』月工。

  亙エP互丘．

〃五』〃亙r互亙

   5000

   0313

   0313

93．0506

く＾2．叫 ・ ‘〃棚五列

5ρR OF    亙4〃σ互

〃．5．D．   0互 P．γ．

  187    720
  017    054
  016    075

｛8ユ’CM』≡O．083116〕

O     －1．0       ．0      1．0      2．

                 ★l

l     l     l★     l     l
l             ★

                  レ

1            ★
l      l     ★            1

1     ★

 ｛’〕  F0月 M月ム亙5

図3．

■2

P亙戸∫0D

   月σ互

00”0月r

  λB工σ

     且エ戸E互・    5QR OF

   〃舳〃亙r四五  〃．3．D．

＝    1．OOO0       221

      1250     048

      2500     069

＝  11町．年617    ｛8工θ』’月＝O・

 R4〃G昼
0F P．κ．

  916
  223
   叫叫1

051709〕

O     －1．O      ．0     1．0     2．

                 ★l

l     l     l★     1     l

                 ★l

l     ！     ★一    1

1            ★
                 ★l

                  l★

                  1★

                  い

1     ★1

 ｛8〕  F0月 F亙〃月工亙5

r＃2．4くらし方」＜のんきに〉のコウホート分析結果

    ｛θ五月〃刀M酬” ，

・i 19ヰ1

123．25〕

○        く

・．6ユ23

．．1692

．．0587
  0668
  2814
  1885
  3034

一、1116
．．0396
‘．0377
・．O町82

．．0625
  03町2

  0678

  0309
  0550

  1116

  0843
  1187

  1717

  192町
  183i

  1219

  11町2
  0921

一．O町32

・、1町88

一．2町90

・．2098

一．1502
’・ ≠Q3
一．0319
一．ユ331

0①

再思五五0D ）

 1953
 1958

1963         欝
1968 @        斗 1973
1978         隣
1989         描
月θ亙  ｝
                           糠

 20’2町                  ω
25－29             蜆
30－3町         蝋
 35．39
 叫。．叫

叫5－49         糠
 50’5町                 H

；1：；1      ψ
 65・69
                            H
                            ㊤
σ0且0万f ）                        Oo

                            べ

18目3－87

1888－92
1893・97
1目98・02
工903・07

190a－12
1S13－17
1918‘22
1日23・27

1929－32
ユ933－37
1938一町2

19町3｛7
194目一52

1853・57
ユS58・62



年齢・時代・世代の違いを探る一コウホート分析の方法一 107

化の条件を考える．より具体的にいえば，各効果の隣り合うパラメータの値がたるべく近くな

るようにするという条件である．

 5．ベイズ型モデルとABIC

 通常の最尤法では識別問題のために解が不定とたるので，パラメータの漸進的変化の条件を

取り込んだコウホート・モデルを考える．ただし，この条件をきつくするとデータヘのモデル
のあてはまりが悪くなる．逆にゆるくすると解が不安定になってくる．そこで，隣り合うパラ

メータの差を小さくすることと，データヘのあてはまりをよくすることとのバラ：／スをとりな

がら，データの有意な情報を抽出するということにたる．

 この目的を実現するために，ベイズ型モデルを想定し，エントロピー最大化原理に基づく

Akaike（ユ980）のABIC最小化法によって最適モデルを選択する．

 6．分 析 例

 図3に，「くらし方」＜のんきに＞のデータを男女別にコウホート分析した結果を示した．男

女とも，時代効果は，図1の時代的変化に対応する変化をしている．男については，年齢，コ

ウホート効果ともほとんど見られない．一方，女については，年齢とコウホート効果が認めら

れる．図2に見られる年齢別回答分布の動きは，年齢効果もさることながらコウホート効果に

よるところが大きいといえる．
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